
東日本大震災の復興需要など若干の明るい兆

しは見えつつも、欧州の金融不安や円高株安な

ど、まだまだ日本経済の先行き不透明感は続いて

います。そうした中、まず、足元のエネルギー問

題を見据えることは、社会的にも個人の生活にお

いても不可避な課題です。  

本年は、エネルギー問題にスポットを当て、よ

り良い住宅、より豊かな住生活の提供の向上を目

指し、会員相互の研鑚の機会を持ちたいと思いま

す。 

・期日  平成 24 年 8 月 29 日（水） 

・会場  日本消防会館 ５階大会議室 

（港区虎ノ門 2-9-6） 

・スケジュール 

＜第一部＞14:00～14:10  開会挨拶 

14:10～15:10  講話 

＜第二部＞15:15～16:45  講演 

16:45～16:50  閉会挨拶 

 

 

住宅部会ゼミナール 2012 

テーマ「今後の住宅政策とエネルギー問題」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一部  講話 

１．    「最近の住宅生産行政の動向について」 

国土交通省住宅局住宅生産課  

住宅ストック活用・リフォーム推進官         松野 秀生 氏        

       

２．    「エネルギー制約下での製造産業、住宅産業支援のための経済産業省の取組」 

      経済産業省製造産業局住宅産業窯業建材課 課長    三橋 敏宏 氏           

 

第二部 講演 

「日本のエネルギー事情と住宅について」 

東京工業大学 ソリューション研究機構 教授 

先進エネルギー国際研究センター センター長      柏木 孝夫 氏 

 

 

＜プロフィール＞ 

昭和 21 年東京生まれ。昭和 45 年東京工業大学工学部卒業、昭和 55～56 年米国商務省 NBS

招聘研究員などを経て昭和 63年東京農工大学工学部教授に就任。 

平成 19 年 4月～東京工業大学大学院教授 

平成 21 年 9月～先進エネルギー国際研究センター(AES)センター長 



平成 24 年 4月～東京工業大学特命教授。 

編著書に『2050 年への挑戦』、著書に『地球からの贈り物』『エネルギーシステムの法則』

『マイクロパワー革命』(2002 年 3 月エネルギーフォーラム優秀賞受賞)、『スマート革命』、

『エネルギー革命』などがある。専門分野は、エネルギー・環境システム、エネルギーシ

ステム解析、冷凍・空気調和。 


